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第 25 回 埼玉県女子剣道選手権大会 

兼第 60 回 全日本女子剣道選手権大会予選会の 

実施について(通知) 

 

このことについて、下記のとおり実施しますので、資格条件を満たす者を確

認の上、申し込まれるようお願い致します。 

なお、本大会は、令和 3 年 9 月 19 日(日)奈良県橿原市において開催予定で

す。 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により変更する場合があることを御

承知おきください 

 

 

記 

 

1 日 時  令和 3 年 7 月 23 日(金・祝)  

入場時間 午前 12 時 00 分～12 時 30 分  

受付時間 午前 12 時 30 分～13 時 00 分 

見学者・付添いは入場できません。 

※第 30 回 埼玉県高齢者剣道大会終了後 開会 

           

2 会 場  県立武道館 第二道場 

〒362-0032 上尾市日の出 4-1877  TEL 048-777-2400 

 

3 大会出場および運営にあたって 

① 以下に該当する者は出場できません。 

(ア) 基礎疾患（糖尿病、心不全、慢性閉塞性肺疾患、透析を受けてい

る者、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている者）のある者（主治

医の承諾を得ている場合は受講可） 

(イ) 発熱のある者（体温が 37.5 度以上ある者） 

(ウ) 咳・咽頭痛など風邪の様な症状がある者、その他体調がよくない

者 

(エ) 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

(オ) 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と

されている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触があ

る場合 



② 選手並びに関係者は大会当日に検温し、確認票に記入する。37.5 度以

上は出場できません。 

③ 選手は面マスク及びいわゆる家庭用マスクを持参する。 

（可能な限り、面マスクにシールドも併用する。） 

④ 武道館への入場は 1階正面入口とし、入場時間は厳守すること。 

⑤ 道場入口にて入場時にアルコール消毒を行い、主道場受付にて確認票

を提出する。係員の指示に従うこと。（入場口は一ケ所のみです。） 

⑥ 会場内及び観覧席では、フィジカルディスタンス（最低 1 メートル）

を空けて、マスクを着用する。 

⑦ 全日本剣道連盟「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライ

ン」により実施しますので、ガイドラインを事前に十分確認してくだ

さい。 

 

4  出場資格  (1) 令和 3 年 4 月 30 日以前から本大会参加時まで、引き続き埼

玉県剣道連盟の登録会員であること。 

(2) 年齢満 18 歳以上とし、段位の制限はない。 

（年齢計算は、令和 4 年４月 1 日を基準とし平成 16 年４月

1 日以前に生まれた者） 

       (3) 予選会出場は 1 か所とする。違反した場合は出場を取消す。 

 

5 申込方法 「全日本女子予選申込書」を使用し 6 月 28 日(月)までに、エント

リーフォームより申し込みください。 

※申込者のない加盟団体も御報告ください。 

 

6 表 彰  第 1 位、第２位、第 3 位に賞状及び賞品を授与する。 

 

7 安全対策  本連盟として傷害保険に加入しています。なお、大会中の負傷、 

  疾病については、応急処置のみ行います。 

保険証を持参のこと。 

 

8 個人情報保護法への対応（以下を申込者に周知してください。） 

申込書に記載される個人情報(登録加盟団体、漢字氏名、カナ氏名、生年月

日、年齢、称号・段位、職業等)は、全日本剣道連盟および埼玉県剣道連盟が

実施する本大会運営のために利用する。なお、登加盟団体名、氏名、年齢等

の最小限の個人情報は必要の都度、目的に合わせ公表媒体(掲示用紙、ホー

ムページ、剣窓等)に公表することがある。 

  



 

剣道用具の取り扱いについて  

1. 竹刀の長さ（全長・先革長）、重さ、太さ（先革先端対辺直径値及び先端より

8cm のちくとう部対角直径値）は、表と図のとおりとする。 

ピース（四つ割り竹）の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損

なう加工、形状の変更をしたものの使用は認めない。 

2. 小手はこぶしと前腕（肘から手首の最長部）の 1/2 以上を保護し、安全性を

保つため小手頭部および小手ふとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力がある。 

小手ふとん部のえぐり（クリ）の深さについては小手ふとん最長部と最短部

の長さの差が 2.5cm 以内である。 

3. 面ふとん部は安全性を保つため、肩関節を保護する長さがあり、十分な打突

の衝撃緩衝能力があるものとする。 

4. 剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保する。（構

えたときに肘関節が隠れること） 

 

表（大学生・一般女子）

大　刀 小　刀
120ｃｍ以下 114ｃｍ以下 62ｃｍ以下
440ｇ以上 400ｇ以上 250～280ｇ以上

先端部最少直径 25ｍｍ以上 24ｍｍ以上 24ｍｍ以上
ちくとう最少直径 20ｍｍ以上 19ｍｍ以上 19ｍｍ以上

二刀の場合

長さ
重さ

太さ

一刀の場合

 

 

図、竹刀の先革長、先革先端部最少直径、ちくとう直径の計測方法 

 

 


